

















































































































































































































































a S bS 
￣、／、
ＮＰ ＶＰ ＮＰ ＶＰ 
／、｜／、一











































































































































































































































































































































































































































直列 並列 即時 遅延 文頭 選択 後方 銃賠 意味 不明
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0.03 0.077 -0.089 ､202(*） -0.016 ､289 (**） -0.108 
-.265 
(**） 
即時処理 -.839 (**） 0.056 ､187(*） -0.145 0.028 0.035 -0.013 




(**） -0.05 0.102 0.024 
- ． ２３ ０．１５  -0.154 -0.033
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７．仮説の検証
仮説１
仮説１．１「袋小路文解析の原則として統語優先である」に関しては、比率
(%)において（表２、図２）、統語方略69%、意味方略13%、方略不明18％であっ
た。この結果とから、明らかに全体として「統語優先である」と判断出来るため、
仮説１．１は支持されたと言えよう（統語・意味：t=32.125,統語・不明:t=26.367,自
由度＝1730,ｐ>､001)。
仮説１．２「統語方略優先傾向のある被験者はより正確な理解に至ることが
できる。意味依存優先の者は誤った理解に陥る可能性が高い。」に関して、ピア
ソンの相関係数（表３）により、和訳の得点と統語方略には正の相関関係が見い
だされた。また、逆に和訳得点と意味方略の関係は負の相関（r-.222）を示して
いることから、意味方略優先の被験者は正確な理解に至る可能性が低かったこと
を示している。これらの結果から、仮説1.2は支持されたと考えられる。
また、得点による３群の統語方略の平均値（上位群＝10.08、中位群=8.23、下
位群=5.41）の差の大きさをさらに検証するために（表４および図３参照）、一
元配置の分散分析（ANOVA検定）を行った。その結果、３群の平均値の差は統
計的に有意と認められた（F=17.535,ｄｆ（2,140),P<､001）。また、各群の平均値を
個別に比較するtukey法による多重比較の結果も、各群間に有意差があることが
検証された（上位vs下位、上位vs中位、中位vs下位、いずれもｐ>００１）。
仮説２「並列処理の採用者が正しい理解に至る。」に関しては、スピアマンの
相関係数（表３）により、和訳の正答数と並列処理の応答数を検証したところ、
弱い正の相関関係を示した（r=､266,p>､００１）。また、得点群別の３群比較におい
ても、上位群と下位群および中位群と下位群の平均値の差が有意であることが検
証された（F=7.786,dｆ（2,140),P<､001、tukey法による多重比較p>､001）。この結
果から和訳の正答にみられる正しい理解に至る可能性と並列処理の相関関係は支
持されたと判断できよう。
仮説３「選択的に戻れる者が正しい理解に至る。」に関しては、相関関係に関
しては、選択的再分析は和訳の正誤との有意な関係は見いだされなかったが
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（r＝115,,.s.）、得点群別の平均値の差には上位＝中位＞下位の順で差が見られ、
統計的には10％水準では有意傾向が示された（F=2.386,ｄｆ（2,140),P=､096)。こ
の結果から、仮説は弱い相関関係ではあるが、支持されたと考えられる。
仮説４「中央埋め込み文は構文解析の難易度が高い」に関しては、対象となる
文は、１０番、１１番である。これらの正答率は記述統計において１０番が１３%、１１番
が１８％と最も低い文となった。このことから、仮説4は支持されたと考えられる。
８．示唆
本実験の結果から袋小路文を処理・理解する際に、どのような処理方略が有効
であるのかに関する次のような示唆を得た。
１．構文解析の初期段階においては、統語処理優先原理を適用することが重要
であろう。
２．次の処理段階においては、並列処理の方略を用いて構文解析方略の適切性
を判断することが重要である。すなわち、句や節の境界を閉じる際に活用す
べき複数の閉鎖方略に関する並列処理の有効的活用の重要性が求められよう。
３．効率的な処理と処理コスト削減あるいは軽減のために選択的再分析方略が
有効である。
9．今後の課題（研究手続き・研究方法論上の課題）
なお、手続き上の問題点として以下の点が挙げられよう。
１．和訳課題に対する被験者要因に関わる潜在的日本語力の差
この変数の影響を出来るだけ統制するために、記号付け作業（節や句の閉鎖
を［］や（）で区切らせたり、修飾被関係を矢印
で明示させたりする作業）も併用した。
２．被験者要因におけるメタ認知力の潜在的な差
被験者の思考プロセスの明示化、あるいはメタ認知化課題の限界という問題
が内在していることに留意したい。
３．解答に要する長い所要時間
難解な英文の構造に関して長時間、考え続ける被験者の心理的な負担は大き
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い。実験を２度に分けて行い、被験者の負担の軽減を目指した。
今後は上記の点を＋分に勘案して、さらに後続実験の精織化を図りたい。
＊本研究の遂行にあたって、以下の方々の協力を得た。ここに心より感謝の意を
表したい。
①データの集計・分析：小磯敦（浦和明の星女子高校）、三浦幸子（千葉大学）、
後藤秀康（法政大学大学院）、土屋進一（法政大学大学院）、座間謙吾（法政
大学大学院）、内藤和香（法政大学大学院）、奈良貴史（明星学園高校）
②統計処理・統計分析：飯野厚（東京大学大学院）
(注）
l）袋小路文（GardenPathsentence）
袋小路文とは、オンラインで新しい入力情報（例えば、単語列などの入力情報）
を「現在、処理中の統語構造」に付加・結合していく過程において、もう一度
読み返す必要性を生じさせるような統語的に暖昧性の高い構造を保持する文で
ある。
2）Frazier＆Rayner(1982)では、遅い閉鎖qateclosure）と最小付加(minimal
attachmenOという統語解析方略(syntacticparsingstrategy)を援用して、英文
読解にかかる時間と平均的な凝視時間を測定し、視点の逆行(regression)のプ
ロセスを観察することによって解析処理の方略を調査・検証する実験を行なっ
た。その結果、統語構造を決定するのに足る'情報に遭遇した時点で、統語処理
を行っていると推定される箇所で、より長時間の凝視(fixation)が起こること
が観察された。この結果に基づき、当該の箇所で長時間の凝視が生じた根拠は、
不適切な統語解析を行なった箇所の統語解析方略を修正し、再分析を試みるた
めの時間を必要としたと判断し、それゆえ、統語解析は、原則として即時処理
で行なわれ、すなわち、即時性の原理（immediateprinciple）が適用され、統
語解析が機能しなかったと判断した際に、再分析に着手すると主張している
（坂本，1998;Fodorandlnoue,1998;小野，2003)。
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3）並列処理モデルの中には、複数の構文解析が試行される時点で、任意の可能
な構文解析方略がどのように保持されるか、またどのような優先順位で試行さ
れるのか、暖昧な状態をどのくらい長く保留しておくことが可能なのかなどの
点で、各々のモデルによってさまざまな差異がある。Pickering（1999）では、
構文解析上、暖昧な箇所に遭遇した際に、その文の解析可能な制限範囲内にお
いて、異なる構文分析方略がどの程度まで適合するのかを基準として、新しい
入力情報の構文解析方略に優先順位がつけられているモデル(constraintbased
accounOが最も影響力のある並列処理モデルであるとしている。
4）語彙選好（lexicalpreference）
「語彙選好」の原理とは、複数の辞書形式を持つ動詞が入力される場合には、
相対的に強い辞書形式の方が優先的に選ばれ、統語解析に利用される。ここで
言う「強さ」（strength，salience)とは、主要部前置型の言語の使用者が入力
情報として触れる、当該の語彙形式に関する頻度に基づいてメンタルレキシコ
ン内に形成されるとしている。（Ford,Bresnan,andKaplan，１９８２；阿部他，1994：
152-157)。
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